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言葉の多様性に対応する保育者養成のための授業課題の提案
三　好　伸　子
A proposal of class assignments to deal with diversity of language 
for nursery school students
MIYOSHI Nobuko
Abstract :  Students at nursery training schools have high sensitivity in sounds of words and are very serious 
while they likely use the indecorous spoken languages. With this educational context, the aim of this research is 
to clarify the posture of class assignments for nursery school students who deal with diversity of language. This 
current study identiﬁes following three proposals as a result.
1）  Carrying on the tradition of Japanese word games and effective use of picture books focusing on the 
theme.
2）  Setting and creating of ﬂexible teaching methods in order that the students can act ﬂexible with words of 
young people or children.
3）  The necessity of conﬁrming teachers’ nonverbal primary purpose or nuance through communication by 
using students’ sensitivity.
Key Words :  Early Childhood Care and Education（Language）, Diversity, Picture books, Word of young 
people, Sensitivity
要旨：保育者養成校の学生たちは、無作法にも見える話し言葉を操りながらも、言葉の音に対して敏
感な感性をもち、学習態度は非常に生真面目である。本研究目的は、言葉の多様性に対応する保育者
を養成するための授業課題のあり方を考察することである。
　結果として、以下の 3 点を授業課題の提案とする。第一に、日本の伝統的な言葉遊びの伝承とその
テーマの絵本の有効的な活用。次に若者言葉や子どもの新しい言葉に柔軟的に対応するための課題の
工夫。最後に、非言語で伝達される課題についてのニュアンスを、学生の感性を生かしたやりとりに
より確認する必要性である。
キーワード：保育内容「言葉」、多様性、絵本、若者言葉、感性
1．研究の動機と背景
（1）学生の自由な話し言葉による研究の動機
近年、予測不可能な新しい言葉使いや、造語や、ネットの中でだけ使用される言葉など、言葉の使い方に拡がりが
みられる。保育者養成校の学生たちも、日本語と外国語とを使い分けるように、授業内、アルバイト先、保育実習先、
友達同士で使用する言葉などと複雑に使い分けをしている 1。
その中には、本来の言葉の意味をイントネーションやその場の雰囲気で使いわける新しい同音異義語も見られる。
例えば、初対面の学生が、授業担当者の筆者へ次のように語る。「先生の授業は、友達から『全然、耐えれる』って、
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聞きました。」その言葉だけを解釈すると、「授業が、苦行だったのか？」「そのような悪い印象をなぜ本人に伝えるのか？」
と驚き、無神経さ無礼さを感じて戸惑う。しかし丁寧に聞くと、学生の「耐えれる」という言葉は、「苦痛に耐えられる」「全
然、～でない」という本来の言葉の意味として使用していないと言う。「おもしろい」「興味深い」「休まず出席できる（授
業内容である）」という意味だと言う 2。そして、学生同士は、語り手の表情やイントネーション、身振りなど全体のニュ
アンスから言葉の意味分担を理解し合っていると言う。このように、学生たちには、自分たちの力で言葉を複雑化して、
幅広く意味づけを進化させながら 3 伝達し合う感性がある。その学生たちに対して、保育現場の言葉の多様性に柔軟
に対応する保育者として養成するための授業ではどのような課題がふさわしいのかという疑問が研究の動機である。
（2）学生の学習時の生真面目な態度とそのやりとりで感じる困難さ
伝達のための若者言葉を自在に操り、一見、無作法な言葉使いをするようにも見える学生たちではある。しか
し対照的に、保育内容についての学習に熱心に取り組み、学習成果を将来の保育・教育現場で生かしていこうと
する生真面目な学習態度も見られる。その生真面目さは、時に「みんなと違う学び方を怖がる」「指定された枠か
らはみ出さないように無難に取り組む」「保育・教育の場で使用する言葉」を正しく学び、実習などで「失敗しな
いように」学習する姿ともいえる。
例えば、学生が学ぶ保育技術の一つに「手遊び」があり、言葉の授業内でも取り上げている。「手遊び」は、短
い言葉のリズムに合わせて、手や身体を使って表現をする遊びである。学生が手遊びを行う際の子どもへの援助
の留意点として挙げる例には次のような言葉がある。「子どもが、わかりやすいように、はっきりと大きな声で歌
う」「全員が取り組めるように、ゆっくりと手を動かす」「知らない子どももわかるように、見本を見せる」など
と考えて記載する。これらの記載は、子どもの主体的な活動を求める援助というより、子どもに言葉を正確に伝
えなければならないという固さや、正しさへの追求という教師主導型の意識を感じる。
そのような記述に対して、「『次の手遊びの動きを子どもが主体的に考えられるように問いかける』という援助
はどうですか？」と助言する。すると、子どもがアレンジを加えて次々に自由に遊びだすことを予測して、「楽し
そう」と挑戦する学生もいるが、「（学生が想定した）遊びが崩れてしまう」「子どもがいろいろな言葉を言い出し、
収集がつかなくなる」ことを恐れる学生の姿が見られる。
さらに学生が基礎的に学ぶ絵本の選定に関しても、生真面目さを感じる。例えば、絵本のもつ楽しさや特徴に
焦点を当てるよりも、「この絵本は何歳向きですか」、「この絵本は、季節に合っていますか？」という基準を気に
かける。その他にも、音符マークで「歌」であることを示している絵本 4 や、読み手のリズム的な表現の自由さ
が求められる文章のある絵本 5 などは、「読み方がわからない」「どうやって読めばいいんですか？」と非常に慎
重に考える。「自由に読めば？」という指導は受け入れられにくい。かといって、「あなたは、子どもをどのよう
に理解して、絵本を選択したのか」と問いかけると、学生は問い詰められたように感じたり、選択を間違ったの
かと心配したりするのか、やりとりは続かず、ますます無難な絵本を選択してしまう。
その他にも、不本意ではあるが、絵本の楽しさを語るより、教員の質問に簡潔に答えるための会話がなされて
しまうことがある。「この絵本はここが、おもしろくない」と議論ができない雰囲気が授業内にあることを感じる。
例えば、参加型絵本で、手拍子を促しても行動しない学生に対して、「このページで、手拍子をやめたのはなぜ？」
などと問いかけると「私は、していた」と言い、何が何でも参加していたと主張する。このような困難を感じて
いるが、授業内で、友達や教員とのやりとりを能動的に楽しみ、場面にあった絵本の選択眼を養うための課題設
定が必要なのではないだろうか。
（3）新幼稚園教育要領 6 領域「言葉」の加筆された箇所
学生が学習する必須内容として、幼稚園教育要領がある。平成 29 年に改訂告知された領域「言葉」のねらい（3）
に下線部分が加筆された。この加筆は、特別支援教育の必要性や、海外から帰国した幼児の増加、保護者の多国
籍化など、保育現場が急激に変化していることに対応するためである。
「日常生活に必要な言葉が分かるようになるとともに、絵本や物語などに親しみ、言葉に対する感覚を豊か
にし、先生や友達と心を通わせる。」
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さらに、内容の取り扱い（4）として以下の文章が加筆された。
「幼児が生活の中で、言葉の響きやリズム、新しい言葉や表現などに触れ、これらを使う楽しさを味わえる
ようにすること。その際、絵本や物語に親しんだり、言葉遊びなどをしたりすることを通して言葉が豊かにな
るようにすること。」
これらの加筆箇所の理解を目的として、本論では、学生への課題の一つとして、幼稚園教育要領の改訂ポイン
トの「言葉の感覚を豊かにする」ことや、「言葉の響きやリズムを楽しむ」ことへの理解を絵本の選択と関連づけ
て考察することを設定した。幼児期から、多様な文化の入り混じる国際的な社会で生活する子どもたちは、言葉
に関しても日本語以外の言葉や異文化に触れていることは明らかである。そのため、これまでの日本の伝統文化
への理解を中心とした幼児教育のみならず、柔軟性のある異文化への理解が必要だと考えるからである。学生た
ちは、保育者幼稚園教育要領の領域「言葉」の改訂内容を、「言葉であそぶ」という保育活動と結びつけてどのよ
うに理解するのかを明らかにする。
2．先行研究概要
言葉への感覚を豊かにして、言葉で遊ぶとはどのようなことか。高野（2018）は、「言葉遊び」について、「な
ぞなぞや逆さ言葉、ことわざ遊び、しりとり、語呂合わせ、早口言葉、駄洒落などに代表される言語遊戯である」
としている。さらに新小学校学習指導要領 7「国語」の内容（3）「長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の
豊かさに気づくこと」という記述と照らし合わせて、「言葉遊びは、伝統的言語遊戯」だと述べている。そのうえ
で、新幼稚園教育要領のねらいを「伝統的なものと相応でないものを明確に区別する意図をもつものでなく」、「言
葉がもつ多様性あるいは異質性にふれながら、今につながる言葉というものに向き合っていく素地やきっかけを
作る」ことだと述べている。幼児教育における言葉遊びは、将来の国語教育の素地となり、外国語教育の興味関
心へとつながるという長期的な視点を参考としたい。
永田（2004）は、「教育に関わる人々にとっては、絵本はその内容も存在も教材なのある」と述べた。絵本の教
材としての捉え方を以下の 4 つに分類した。①子どもを教育する材料、②子どもを理解するための材料、③人間
関係を豊かにするための材料、④視覚表現を学ぶための材料（これはビジュアルを主体とする絵本観にも共有す
るものである）8。本論では、①の子どもを教育するための材料として、言葉遊びの補助的な役割をすると学生が
選択した絵本についての言葉のリズム、言葉遊び、やりとりという保育内容に焦点をあてて考察する。　
さらに千吉（2016）は、児童文学者の立場から、「児童文学は、子どもに提供するためだけに読むのではなく、
『大人と子どもの関係』を問い直し、自分自身の『子ども観』を硬直させないように『読み解く』物として扱うべ
きではないだろうか」9 と述べている。絵本は、子どもへの教材であると同時に、保育者養成校の学生にとっては、
「子どもとどのように向き合うのか」という自己学習のために有効であるといえる。
絵本を用いたやり取りの研究については、集団で絵本を読むことで生まれる歓喜の体験を「新たなリズムの
創出の喜び」だとした藤井（2015）がいる。藤井は、「読み手のページのめくり方や発する声により生まれるリ
ズムと、聴き手と作り出す場のリズムは共振する遊びだ」1 0 と結論付けた。また三好（2017）は、教員が肉声
で絵本を読む「非効率な学習」11 の効果を検証した。これらの研究から言えることは、絵本のリズムとは、読
み手の声やその場の雰囲気などを含めて伝わるものだということである。しかし、本論では、学生の実際の読
み方の分析は行っていない。藤本（2013）の「文学の文章に『調べ』があるように、絵本には文章の『調べ』
と絵の『調べ』がある」1 2 という主張を参考にする。学生が絵本の「調べ」をどのように保育教材として活用
しようと考えたかを検証して、課題のあり方を検証する。
3．研究の目的
本研究の目的は、保育内容の領域「言葉」の授業内容を振り返り、言葉の多様性に対応する保育者を育てるた
めの「言葉」の授業課題のあり方を考察することである。
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4．研究の方法
（1）授業課題の記述内容の整理　
「保育内容の研究（言葉）授業では、毎回の授業学習内容を理解する補助テキストとしてテーマに合った絵本を
使用した 13。15 回目の内、13 回目の授業内で前述した新幼稚園教育要領の加筆箇所を学生に写し書きするように
指示した。その後、授業の最終課題 7 題の内の一課題として以下を提示した。
「新幼稚園教育要領で示された課題を達成することを目的とした絵本を選定し、その保育内容を考える。そ
の際の保育内容の援助のポイントと留意点を書く」
最終授業日に提出された記述内容を表に整理してその保育内容ごとに分類して考察する。
（2）『ウラパン・オコサ』14 の紹介と学生の選択した絵本の分析
課題のテーマに沿った絵本の選択例として、『ウラパン・オコサ』を学生の前で読んだ。この本は、1 の数を「ウ
ラパン」と呼び、2 の数を「オコサ」と呼ぶことを指定して、数え遊びをする絵本である。筆者は、保育内容として、
1 と 2 の数を手拍子するように聴き手に指示をして聴き手と一緒にっ言葉の音とリズムを楽しむ遊びができるよう
に読んだ。
絵本の持ち味を探るために、保育の学習をしたことのない人（協力者 A）がどのように「響きやリズム」を読
み取り、「やりとり」を行うのかを知るために読んでもらった。すると、絵を指で指したり、絵のふちどりをなぞっ
て数えたり、「これは、いける（数えられる）かな？」「なしとりんごで分けよう」「種の色で分けようか？」「体
の色を見て数えよう」「さあ、どうかな？」と聞き手に誘いかける言葉をかけていた。A は、「かずあそびしよう」
や「ぞうがきたぞう」という文章は語尾を上げたイントネーションで明るい声で読んだ。これらの読み手の姿から、
『ウラパン・オコサ』には、絵と言葉が一体となり、自然に読み手がリズムをとってやりとりをしながら読む不思
議なしかけがあるといえる。
次に絵について述べる。絵は、サルやゾウやネコなどの動物や人や家などが、点線や影で縁取られている。フ
エルト手芸でアップリケのようでもあり、厚紙の工作の切り取り線のようにも見える。その素材を明確に強調す
る表現方法により、分類の手助けとして縁取りを手でなぞって、「オコサ」「オコサ」と 2 つずつの塊を示しなが
ら読む人もいる。
そのようなリズム感をもった数え遊びに慣れたころ（第 15 場面）に、「たくさんのネコやイヌが走り回ってい
るような縁取りのない」描写になる。ここの文章は、「わーっ、うごか
ないで」「かぞえられないよー」という文章が描かれている。聴き手が
子どもたちなら、ネコなどになって走り出すかもしれない場面である。
学生が、集団保育の場で「収集がとれなくなるのではないか」と心配
するような場面である。A は、絵本をぐるぐると回して読んだ。第 15
場面は、どのように読むかを読み手に考えさせる場面である。
研究の手続きは、以下である。①学生が選択した絵本をすべて読み
分類する。②学生の選んだ絵本の「言葉のリズム」と「絵の持つリズム」
を、絵本の絵と文章の両面から絵本の特徴を分析する。
5．結 　 　 果
（1）学生の課題の分類
学生（115 人）の課題の保育内容の記述を言葉の響きやリズム遊びを想定しているもの、やりとりや言葉遊び
を想定しているものに分類した。それ以外の記述を課題のテーマに合っていないものとした。（表 1 参照）選択
された絵本数は、合計 62 冊であった。分類中で多く選択された絵本を以下に示した。（その他の記述は資料 1
を参照）
図 1　第 15 場面
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（表 1）学生の選んだ絵本と保育内容
大分類 小分類（記述数） 特徴を表す絵本（冊数）
1 言葉の響きやリズム
音の変化（14） 『へんしんトンネル』（14）
駄洒落（12） 『おひるのアヒル』（7）その他（4）
オノマトペ（24） 『だるまさんが』（5）『もこもこもこ』（2）その他（16）
2 言葉遊び
しりとり（41） 『こぶたぬきつねこ』（7）その他（12）
語尾集め（4） 『さる・るるる』（4）
反対語・繰り返し・数（13） 『きょだいなきょだいな』（2）その他（5）
3 課題以外の記述 文字・しつけ・他の遊び（10） 『くれよんのくろくん』（1）その他（9）
（2）絵本についての考察
　学生が選択した絵本の分類から、代表的な絵本について、その内容を言葉のリズム間や言葉の響き、やりと
りなどの観点から分析する。
1）『へんしんトンネル』15
見返しに「使用上の注意」として、「ある　言葉が　ちがうものに　へんしんするまで　なんども　くりかえし
て　よむのが　こつです。」「うまく　ページを　めくる」「言葉　をきらずに　よむ」などの注意書きがある絵本
である。言葉がデザインされた文字として繰り返して描かれていることから、文字を読むこと自体に読み手のリ
ズム感をくすぐる仕掛けがされていると考える。読み手が文字をつなげたり、繰り返して読んだりしながら、ト
ンネルを通って出てくる（ページをめくる）と、変化して違う言葉になるという遊びがおこる。読み手は、文字
を目で追いながら、変化するところを強調して読むことができる。文字が読めない聴き手も強調された絵の変化
を見ながら、自然に「声を出して試したくなる」という気持ちにさせられる。また、前ページにめくり戻して確
認するというやり取りも起こる。学生は、「発声」「試し」「ゲーム性」という記述でこの絵本の面白さを表現した。
また、子どもへの視覚的教材として「トンネル」を作る、見立てるという考えを記述した。『へんしんトンネル』は、
言葉のリズムや響き、読み手とのやりとりを楽しめる教材として有効だと考える。
2）『おひるのアヒル』
くすっと笑えるユーモアあるれる絵によって、1 ページごとにじっくり味わえる絵本である。学生は、「ことば
探しをする」と保育内容を考案した。「教育的にならないように」「自由に」という記述があり、駄洒落の面白さ
を子どもと共有したいという考えが伺える。
3）『もこ　もこもこ』
「詩人谷川俊太郎とユーモラスな作風の抽象絵画で知られる現代美術作家元永定正とのコラボレーションによっ
てうまれた絵本」16 である。オノマトペと不思議な絵があっていて、初めて読む人には、「これはなんだろうか？」
と思いながら進んでいく。途中から、「それがなにを示しているのか」ということは、読み手の関心ではなくなり、
言葉の音と、その表現された絵が発していると感じさせる音だけを楽しめる。読み手の声と聞き手の声が繰り返
しのリズムを自然につくられる。そして、最終ページまで読むと、新たに誕生する小さな「もこ」から目が離せ
ず、「あ、また始まる」と読者の期待を抱かせる。繰り返して読むというリズムが起こる 17。繰り返して読むこと
が、聴き手が乳児であったとしても期待を受け止めて共感するというやりとりとなる。学生は、オノマトペを「身
体を使って」「表現」して遊ぶという保育内容を記述した。
4）『ぶたたぬききつねねこ』18
「こぶたぬきつねこ」という子ども向けの歌 19 が知られている。学生は、歌を使って、子どもがしりとり遊びに
興味をもてるように「保育の導入部分として活用する」ことを考えた。また、ストーリー性があり、しりとりの
楽しみと、ストーリーを楽しむ両面の楽しみがあると記述した。画面を指差したり、「これなに？」と問いかけた
りするなど、読み手と聴き手との間に言葉のやりとりが自然に生まれる。画面が次のページにつながるように端
が切り取られたような断ち落としの描写により、次から次へ続くリズム感やスピード感が味わえる。
（3）その他の記述　─　課題に合わない回答記述について
学生の記述には、課題に沿っていないと思われる記述が 10 記述あった。「文字への興味関心」をテーマに合わ
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ない絵本の選択や、リズムや言葉遊びと無関係の回答である。例えば、クレヨンがテーマの絵本を選択して、「画
用紙に絵を描く」という内容である。他にも、落ち葉の絵本を読んで「落ち葉集めをする」、ハンカチの出てくる
絵本を読んで、「ハンカチ落としのゲームをするなどである。これらの回答は、質問の意図を理解していないと評
価する。
6．考　　　察
（1）伝統的な言葉遊びの伝承
学生たちは、言葉遊びをテーマにした絵本を選択し、「しりとり」、「音の変化による言葉遊び」「オノマトペ」
などを活用した保育内容を考えた。これらは日本語の特徴を生かした伝統的な言葉遊びであり、学生たちの慣れ
親しんでいる言葉遊びだと考える。さらに、前述した「先生の授業は『耐えれる』」のように、学生たちは、新し
い同音異義語を考えたり、話し手のメッセージの本意を理解したりする敏感な感性がある。そのため、声の雰囲
気から伝え合ったり、言葉の「響きやリズム」など音の変化を楽しんだりする遊びを好むことがわかる。
つまり、保育者養成校の学生たちの、しりとりやオノマトペなど伝統的な遊びを継承しようとする真面目さを
認めていくことが重要だと考える。保育内容とは、生活と遊びを通して総合的・体験的にねらいの達成に向けて
考えられるものである。学生のこれまでの生活で体験した言葉遊びを友達と伝えあい、相互の言葉使いの違いな
どにも気づきながら遊びの中で言葉の面白さを学ぶ課題が必要だと考える。具体的には、声を出し友達同士で伝
え合って遊ぶこと、子どもへ言葉遊びを実践することを授業内で取り入れる必要があると考える。
（2）絵本を活用した自由な言葉遊びを想定する課題設定の工夫
学生が選択した絵本は、言葉遊びに適しているもの、言葉の響きやリズムを楽しめるもの、保育者とのやりと
りが可能になるものであった。（資料 1 参照）実践検証の必要があるが、保育内容の言葉遊びで、言葉の面白さ、
楽しさ、響きやリズム、やりとりなどを育む絵本の有効性が導き出された。
さらに保育場面では用意した絵本のままに言葉遊びを進めるのではなく、子どもの姿に柔軟に対応する力など
が求められるだろう。それは、『ウラパン・オコサ』の「わーっ　うごかないで」のような学生が「収集がつかな
くなるのでは」と用心深くなる箇所を絵本から見つける力である。外国籍の子どもや特別な配慮が必要な子ども
の存在を含めて、予想通りの言葉遊びをしない子どもの姿を想定する。その子どもたちのもつ言葉の力を解釈す
る力が求められる。つまり、学生が多くの絵本に触れて、言葉遊びの「スムーズにいかないこと」や子どもの遊
びの提案に柔軟に対応する遊び心を育むことが重要だ。一冊の絵本に描かれていない「やりとり」を考えて、そ
れを含めた自由な言葉のリズムや楽しさを伝える遊びを考案する課題などが必要だと考える。
その際、前述した絵本の選定に慎重になり、クラスの中ではみ出さないように学習する学生に対して、教員が
「言葉の正しさ」を追い求めれば、学生は子どもにも窮屈で遊べない環境をつくる保育者になるだろう。絵本の中
から学生の若者言葉に類似する「新しい言葉遊び」を想像することは、子どもの言葉の多様性や自由さを保障す
ることに繋がるだろう。何より、多国籍かする保育現場の子どもたちの言葉に対応する豊かな感性を育てるために、
教員が学生の無作法に思える言葉のやり取りを理解する姿勢を示し、教員自身の「言葉の感覚を豊かにする」意
識をもつ必要がある。自由に絵本を読み合い、絵本から遊びを考案する課題構成が重要だと考える。
（3）学生の感性を生かした課題設定場面の工夫
質問を理解せず、テーマに沿っていない記述が 10 記述あった。この結果の要因は、学生の基礎学力の低下や、
コミュニケーション力の未発達だけとはいえない。この学生たちが教員の言葉をどのように理解するのかが、多
様な「言葉の響きやリズムを楽しみ」、「やりとり」して遊ぶ保育者の育成全体に大きく関係していると考える。
授業の課題設定場面の言葉のやりとりを振り返って考え直してみる。
まず、学生たちが受け身になり、無難に課題を終わらせようとしないで、新しい外部の情報や、考え方を柔軟
に取り入れようとする意欲をもつように課題を設定した。そのため、「言葉の響きやリズムを楽しむ」という質問
の意図を粘り強く伝えるようと考えた。本論では、『ウラパン・オコサ』を読み、教員の声が「響きやリズムを楽
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しむ」見本として明確に伝えたつもりであった。しかし教員の課題を説明しようとする固さや真面目さが声や態
度などの非言語コミュニケーションとして、敏感な学生たちに伝わり、自由さを制限して、紙面上の課題として
受け止められてしまったと考えられる。課題設定時のやりとりには、学生の授業内での生真面目さだけでなく、
教員のニュアンスも大きな問題としてあることがわかった。対策として、学生同士がグループで読み合う、新し
いイントネーションや造語を考える、身体を動かして遊ぶなど、教員の非言語で伝達されてしまう情報を修正す
るための能動的な活動の保障が必要だ。
つまり、レポートの課題設定場面の一方向性を見直す。学生が課題の意図をどのように理解したのかを確認す
るために、学生の話し言葉の豊かさを生かしたチェックを提案する。課題のキーポイントを「同意義」で、学生
が「異音」で言い換えて課題を作るなどの工夫である。授業課題の伝達場面が、言葉への感性を豊かにする保育
者を育成するために重要な「やりとり」場面であるとわかった。
7．ま と め
子どもたちと言葉の響きやリズムを楽しみ、言葉の多様性に対応する保育者を養成する課題のあり方を考察し
た。授業内容の振り返りと学生の課題の記述内容から、以下の 3 点を授業課題のあり方として提案する。第一に、
日本の伝統的な言葉遊びの伝承とそのテーマの絵本の有効的な活用。次に若者言葉や子どもの新しい言葉に柔軟
的に対応するための課題の工夫。最後に、非言語で伝達される課題についてのニュアンスを、学生の感性を生か
したやりとりにより確認する必要性である。
8．今後の課題
本研究では、子どもと言葉で遊ぶ実践例を具体的に示すことができなかった。学生の若者言葉を聴きとる工夫
をしながら、絵本を活用した言葉遊びの実践学習を目指したい。
1 日本人は多くの同音異義語を使いこなすために、その場の「空気を読む」力が言語力として必要であることが述べられてい
る。『異文化理解力　相手と自分の真意がわかるビジネスパーソン必須の教養』エリン・メイヤー、樋口武志（訳）、英治出版、
2015 年 8 月
2 桑本は、「若者言葉の『意味が多様である』ことに関して、私は、『一つの語の意味の多様性によるもの』「ある語彙の別の意
味への転換」という二種類の要因を代表的なものとして想定したい」と述べている。学生同士が「耐えれる」という意味の多
様性を生み出していると考える。『若者言葉　不思議のヒミツ』桑本裕二、秋田魁新報社、2010 年 7 月．
3 米川は、若者語の特徴として、①仲間内の言葉、②会話促進のため、③規範からの自由と遊びという 3 つを挙げている。『ア
クセントを変えて意味分担させる』例として、『彼氏→●○○本当に恋人、●●●特定の遊び相手の男性、ショップ→●○○
店一般　●●●カー用品、レジャー用品店など特定の店』（●は高いアクセントを示す）を挙げている。学生が用いた「先生
の授業『耐えれる』」は、新たに自由に作り出された③の要素が強いと考えられる。米川は、「平和で緩んだ社会には言葉の遊
びがある」と述べている。発言した学生にとって、大学（本授業）が「平和で緩んだ社会」だといえる。『若者語を科学する』
米川明彦、明治書院、1998 年 3 月．
4 『きょうからおはし』とくながまり / みやざわはるこ、アリス館、1999 年 1 月には、保育園の誕生会の様子が描かれている。「♪
たんじょうび　おめでとう　ゆうちゃん　おめでとう　ぐんぐんのびて　てんまで　とどけ　ほんとに　おめでとう♪」と音
符マークが文章の中にあり、歌が歌われていることを示している。
5 『おむすびころりん』興田準一（文）、渡辺三郎（絵）、偕成社、1967 年 6 月には、「ねずみたちは、にぎやかに　うたって、も
ちをつきました」という記述がある。『ぐるんぱのようちえん』西内みなみ（作）、堀内誠一（絵）、福音館書店、1995 年 5 月には、
「ぐるんぱは　ピアノをひいて　うたいました」などがある。「うたいました」という記述はないが、絵で登場人物が歌ってい
ることを示す絵本も見られる。
6 『幼稚園教育要領　＜平成 29 年告知＞』フレーベル館、2017 年 4 月
7 学習指導要領「国語」中の「各学年の目標及び内容」の「第 1 学年及び第 2 学年」の「2 内容」の（3）「長く親しまれている
言葉遊びを通して、言葉の豊かさに気づくこと。」とある。
8 永田桂子『変貌する現代絵本の世界　－絵本観玩具観の変遷（其の 2）』永田桂子、高文堂出版社 2004 年 7 月、p.120-121.
9 「『児童文学』考：保育者に求められる『児童文化財』活用の視点から」千古利恵子、『京都文京大学研究紀要』55 巻、pp.125-
134.2016 年．
10 「絵本の読み語りにおける読み手と聴き手が作り出す『場』　－クラーゲスのリズム論を手がかりとして－」藤井奈津子　『梅
花女子大学文学表現学部紀要』第 11 巻、2014 年、pp.79-90.
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11 「学生のすがたから考察する絵本の効果－保育者用成功授業でどのように使用するべきか－」三好伸子、『甲南女子大学研究紀
要』第 53 号人間科学部編、pp.89-96.
12 『ベーシック　絵本入門』生田美秋、石井光恵、藤本朝巳、ミネルヴァ書房、2013 年 4 月 .
13 授業内で使用した絵本は、以下である。
テーマ 1（導入絵本）
『しあわせならてをたたこう』（つまみひきしかけえほん）デビッド・A. カーター （著）、David A. Carter （原著）、きたむら 
まさお （翻訳）、大日本絵画、2003 年 10 月
『どうぶつサーカス』（こどものとも絵本）、西村敏雄（著）、福音館書店、2009 年 11 月
テーマ 2（胎児、言葉の前言語期、母語、方言）
『うちにあかちゃんがうまれるの』（からだとこころのえほん）いとう えみこ （著）、ポプラ社、2004 年 12 月
『なんでやねん』中川 ひろたか （著）、鈴木 翼 （著）、あおき ひろえ （絵）世界文化社 2013 年 7 月
テーマ 3（乳児の言葉）
『おつきさま　こんばんは』－くつくつあるけのほん 4 （福音館 あかちゃんの絵本）林 明子（著）、福音館書店、1986 年 6 月
『ばいばい　またね－ゆうちゃんは 1 さい（1）』、とくなが まり （著）、みやざわ はるこ （著）、アリス館、1996 年 5 月
テーマ 4（幼児の言葉）
『せかいじゅうのこどもたちが』（からだとこころのえほん）、新沢としひこ（著）、篠木眞 （写真）、ポプラ社、2010 年 10 月
『うんこしりとり』（コドモエ［kodomoe］のえほん）、tupera tupera（著）、白泉社、2013 年 10 月
テーマ 5（小学校との連携、）
『わたしのワンピース』にしまき かやこ （著）、こぐま社、1969 年 12 月、
テーマ 6（外国語教育）
『だめよ、デイビッド！』デイビッド シャノン （著）、David Shannon （原著）、小川 仁央 （翻訳）、評論社、2001 年 4 月
『花咲き山』（ものがたり絵本 20）、斎藤 隆介 （著）、滝平 二郎 （イラスト）、岩崎書店、1969 年 12 月
テーマ 7（言葉の障害）
『ありがとう、フォルカーせんせい』 （海外秀作絵本）、パトリシア ポラッコ（著 , イラスト）、香咲 弥須子 （翻訳）、岩崎書店、
2001 年 12 月
『いっちゃんはね、おしゃべりがしたいのにね』 （灰谷健次郎傑作シリーズ）、灰谷 健次郎 （著）, 長谷川 集平 （絵）、理論社、
1979 年 7 月
テーマ 8（昔ばなし）
『したきりすずめ』 （日本傑作絵本シリーズ）、石井 桃子 （著）、赤羽 末吉 （絵）、福音館書店、1982 年 6 月
『かちかちやま』（日本傑作絵本シリーズ）おざわ としお （著）、赤羽 末吉 （絵）、福音館書店、1988 年 4 月
14 『かずあそび　ウラパン・オコサ』谷川晃一、童心社、1999 年 2 月．
15 『へんしんトンネル』あきやまただし、金の星社、2002 年 9 月．
16 生田美秋、石井光恵、藤本朝巳 / 編著、ミネルヴァ書房、2013 年 4 月、p.175.
17 「絵本から広がる遊びの世界　－読み合う絵本－これからの保育シリーズ④」仲本美央、樋口正春、風鳴舎、2017 年 5 月、
pp.19.
18 『こぶたぬきつねこ』馬場のぼる、こぐま社、1978 年 12 月．　
19 「こぶたぬきつねこ」は、山本直純 / 作詞作曲の NHK の子ども向け教育番組「おかあさんといっしょ」で放送されたしりとり
の歌である。
（注）絵本『ウラパン・オコサ』の図版の使用に関して、出版社の許諾済みである。
（注）学生には、授業内で論文発表への承諾を得た。
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資料 1　学生の選択した絵本
????
絵本タイトル 作者／文 作者 / 絵 出版社 初版
発行年
絵本を活用した保育内容
1 5
???????????
?????
だるまさんが かがくいひろし ブロンズ新社 2008
「だるまさんがころんだ」をする、身体表現
する、ポーズをとる、他の擬音語を表現する、
発展して動詞を表現する、「が、の、と、」な
どの助詞の音を楽しむ
2 2 もこ　もこもこ
（ぽっぽライブラリみるみる絵本）
谷川
俊太郎
元永定正 文研出版 1977
不思議な言葉の身体表現
3 1 （幼児絵本シリーズ）
ぐやんよやん
長谷川
摂子
なかがわ
まさこ
福音館 2016
4 2 （まついのりこのあかちゃんのほん）
じゃあじゃあびりびり
まついのりこ 偕成社 2001 水遊び、新聞紙遊び
5 1 しろくまくんのほっとけーき
（こぐまちゃんえほん）
わかやまけん こぐま社 1972 ホットケーキづくり
6 1 どうぶつドドド
（たんぽぽえほんシリーズ）
矢野アケミ 鈴木出版 2015
身体表現
7 1 ごろごろ　ごろん やなざわはるこ PIBO 掲載作品 2013
8 1 ぴょーん
（はじめてのぼうけん（1）） まつおかたつひで ポプラ社 2000
9 1 わたしのワンピース にしまきかやこ こぐま社 1969
10 1 ぱぴぷぺぽ
（こどものとも 012）
石津
ちひろ
たしろ
ちさと
福音館 2012
11 1 （手話ではなそう）　
しゅわしゅわ村のどうぶつたち
くせさなえ 偕成社 2013
手話表現と身体表現、音遊び、表情遊び
12 1 あっはっは（ことばのえほん 3） 谷川
俊太郎
堀内
誠一
くもん出版 2009
13 1 がたんごとん
（福音館のあかちゃんの絵本）
安西水丸 福音館 1987
14 1 おとえほん エルヴェ・テュレ ポプラ社 2017
15 1 たまごのあかちゃん
（幼児絵本シリーズ）
神沢
利子
柳生
弦一郎
福音館書店 1993
16 1 （いっしょにあそぼ）
しましまぐるぐる
柏原晃夫 学研プラス 2009
17 1 うしろにいるのだあれ　
のはらのともだち
ふくだとしお 新風舎 2004
動物の鳴き声、前後、上下、左右などの位置
を表す言葉の身体表現
18 1 わんわん　わんわん
（くすくすえほん）
高畠　純 理論社 1993
19 14
????
へんしんトンネル あきやまただし 金の星社 2002
トンネルを作ってくぐる、ピアノに合わせて
くぐる、変身を身体で表現する、クイズ、発
声する、変化をペープサートで製作する、文
字カード、ゲーム、繰り返しによる言葉のリ
ズムがある、群読、試し読み、ヒント
20 7
????
おひるのアヒル
（わははは！ことばあそびブック）
中川
ひろたか
村上康成 PHP 研究者 1999 だじゃれブックを作る、ヒント、身体表現す
る、だじゃれを書いて貼る、ゲーム
21 2 こんにちワニ 中川
ひろたか
村上康成 PHP 研究所 1999
だじゃれをつくる、絵を描く
22 1 だじゃれどうぶつえん 中川
ひろたか
高畠純 絵本館 1999
23 1 わにがわになる 多田ヒロシ こぐま社 1977 カードを作りカルタ
24 1 うまさんうまとび（えほんひろば） 水野翠 小峰書店 1977 身体表現
25 1
??
どこいったん
ジョン・
クラッセン
訳 / 長谷川
義史
クレヨンハウス 2011 宝物探しゲーム、「方言」に気付く
26 1
?????
くらべてごらん ふくだとしお イー スト・プレス 2011
イントネーション、同音異義語集め
27 1 ことばのこばこ 和田誠 瑞雲社 1995
28 1
??
じゅげむ（落語絵本　四） 川端誠 クレヨンハウス 1998 音読、リズムをつけて読む、伝統文化に触
れる
29 2
?
はらぺこあおむし
エリック・
カー ル
もり
ひさし 訳
偕成社　
菊倍横版
2010 歌、言葉の語呂
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????
絵本タイトル 作者／文 作者 / 絵 出版社 初版
発行年
絵本を活用した保育内容
30 7
??????
????
こぶたぬきつねこ 馬場のぼる こぐま社 1979
リズム、手拍子、動物の真似、頭文字集め、歌、
ジェスチャー、ヒント、イラスト、リズム、
メロディ、絵カード、絵を描く
31 6 あっちゃんあがつく　
たべものあいうえお
さいとうしのぶ リーブル 2001
32 5 しりとりのだいすきなおうさま
（チューリップえほんシリーズ）
中村翔子
はた
こうしろう
鈴木出版 2001
33 2 ぐりとぐらのあいうえお 中川　
李枝子
山脇
百合子
福音館書店 2002
34 2 ことばあそびどうぶつえん 石津　
ちひろ
石井聖岳 のら書店 2012
35 2 しりとりあそびえほん 石津　
ちひろ
荒井良二 のら書店 2002
36 1 しりとりえんそく
（矢玉四郎のあいうえほん）
矢玉四郎 ポプラ社 2002
37 1 しりとりさんぽ（おひさまのほん） 石津　
ちひろ
壁谷芙扶 小学館 2013
38 1 しりとりしましょ　
たべものあいうえお
さいとうしのぶ リーブル 2005
39 1 あいうえおばけだぞ45　MONSTERS 五味太郎 絵本館 1988
40 1 いっしょにあそぼうあいうえお
（こども絵本）
コンドウアキ JTB パブリッシング 2010
41 1 すてきなひらがな 五味太郎 講談社 2011
42 1 さよならさんかく
（こぐまちゃんえほん）
わかやまけん こぐま社 1977
43 4
????
さる・るるる 五味太郎 絵本館 1980
「～る」の言葉集め、身体表現、文字を書く、
クイズ、群読、猿以外の動物で語尾集め、ジェ
スチャーゲーム
44 1
?????????????
ことばあそびえほん－さかさま・　
はやくち・ならべかえ
石津
ちひろ
飯野和好 のら書店 2000 ならべかえ遊び、ことば探し、クイズ
45 1 さかさのこもりくん あきやまただし 教育画劇 2006 反対の動作ゲーム
46 1 きょだいなきょだいな
（こどものとも傑作集）
長谷川
摂子
隆矢奈々 福音館書店 1994 群読、交代読み、続きを創作、意味をつなげ
て創作
47 1 これは　のみの　ぴこ 谷川
俊太郎
和田誠 サンリード 1979 長い文章を言う、長い文章の創作、競争
48 1 ?????ぜったいあけちゃ　ダメッ！ アンディ・
リー
林　木林
訳
永岡書店 2018
想像する、絵を描く
49 1 りんごかもしれない ヨシタケシンスケ ブロンズ新社 2013
50 1 ことばのひろば　め・め・め 西内
ミナミ
和歌山
静子
廣済堂
あかつき
2017 身体表現
51 2
?
すうじの絵本
（五味太郎のことばとかずの絵本）
五味太郎 岩崎書店 2003 数え方遊び、カード、数字探し
52 1 かいじゅうのこんだて
（わははは！ことばあそびブック）
中川　
ひろたか
村上康成 PHP 研究者 2003 指で表現遊び
53 1
?????????????
??もりのてがみ（こどものとも傑作集） 片山令子 片山健 こどものとも 2006 手紙交換
54 1 きょうはなんのひ？
（日本傑作絵本シリーズ）
瀬田貞二 林明子 福音館書店 1979 手紙探し
55 1
???ごあいさつあそび
（あかちゃんのあそびえほん）
木村裕一 偕成社 1989 挨拶
56 1 ごめんやさい わたなべあや ひかりのくに 2013 謝る大切さを伝える
57 1
???????
あかちゃんのための絵本（10）
いいおかお（こんにちは）
いもとようこ 講談社 1993 音のなるおもちゃ
58 1 くれよんのくろくん
（絵本・こどものひろば）
なかやみわ 童心社 2001 製作
59 1 おちばいちば 西原みのり ブロンズ新社 1987 お店遊び
60 1 ぶたさんじるし　こぶたちゃん
（こぶたの赤ちゃんシリーズ（3）） きたやま　ようこ 偕成社 2005 しるしへの問いかけ
61 1 なおちゃんのハンカチ
（こどものとも 2008 年 5 月号） 林原玉枝 山内彩子 福音館書店 2008 ハンカチ落としゲーム
62 1 おやおや、おやさい
（幼児の絵本シリーズ）
石津
ちひろ
山村浩二 福音館書店 2010 野菜あてゲーム
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